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町のできごとをお伝えします。

TOWNニュース

　

今
年
用
意
さ
れ
た
カ
ツ
オ
は
約

２
千
匹
（
３
㌧
）。
人
気
の
一
本
売

り
の
ほ
か
、
刺
身
や
わ
ら
焼
き
で
販

売
さ
れ
ま
し
た
。
早
朝
６
時
前
か

ら
並
ん
だ
と
い
う
宇
和
島
市
の
兵
頭

敬け
い

一い
ち

さ
ん
は
「
毎
年
、
大
き
な
カ
ツ

オ
を
楽
し
み
に
来
て
い
る
。
近
所
の

人
た
ち
も
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
帰
っ
て
さ
っ
そ
く
さ

ば
き
た
い
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
な
ー
し

く
ん
を
は
じ
め
と
し
た
ご
当
地
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
大
集
合
。
昨
年
に
引
き

続
き
海
鮮
プ
ロ
レ
ス
も
や
っ
て
き
て

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
ほ
か
に
愛
南
ゴ
ー
ル

ド
（
河
内
晩
柑
）
の
Ｐ
Ｒ
企
画
と
し

て
「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
大
声
選
手
権
」

や
若
手
農
業
者
が
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の

魅
力
に
つ
い
て
語
る
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
、
普
段
は
語
ら
れ
る
こ
と
が

な
い
、
生
産
現
場
の
お
も
し
ろ
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
生
産
者
な
ら
で
は
の
美
味

し
い
食
べ
方
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

汗
ば
む
陽
気
と
な
っ
た
こ
の
日
、

隣
接
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
会
場
も
、

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー
を
楽
し
む

親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

月
27
日
、
愛
南
町
最
大
の
食

の
イ
ベ
ン
ト
「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ

と
愛
南
！
夏
の
陣
」（
主
催
：
愛
南

食
の
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
）
が
愛

南
漁
業
協
同
組
合
御
荘
支
所
周
辺
で

開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
大
勢
の

人
が
訪
れ
て
、
カ
ツ
オ
や
愛
南
ゴ
ー

ル
ド
を
は
じ
め
と
す
る
初
夏
の
愛
南

の
味
覚
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

５
❶
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の
魅
力
を
叫
ぶ
大
声
選
手
権
❷

姉
妹
都
市
・
篠
山
市
の
特
産
品
も
販
売
さ
れ
ま
し

た
❸
愛
南
漁
協
の
職
員
が
作
る
香
ば
し
い
カ
ツ
オ

の
わ
ら
焼
き
❹
家
族
連
れ
に
大
好
評
だ
っ
た
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ

❸

❹

❶

❷

大人気のカツオの一本売り。浜値で販売される

カツオを手に入れようと長蛇の列ができました

5/

27
海と山、愛南町の初夏の味覚に舌鼓

ぎゅぎゅっと愛南！夏の陣
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グ
ラ
ウ
ン
ド
に
緊
張
感
が
漂
う

中
、
大
会
に
向
け
て
長
期
間
訓
練
を

重
ね
て
き
た
各
チ
ー
ム
は
、
指
揮
者

の
号
令
に
合
わ
せ
見
事
な
消
防
操
法

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

松
岡
増ま

す

幸ゆ
き

愛
南
町
消
防
団
長
は
、

「
各
支
部
が
健
闘
し
、気
持
ち
の
入
っ

た
操
法
を
見
せ
て
く
れ
た
。
こ
の
大

会
を
機
に
消
防
技
術
の
向
上
を
図

り
、
有
事
の
際
に
は
そ
の
技
術
を
地

域
の
安
心
・
安
全
に
活
か
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、
７
月

29
日
㈰
に
松
山
市
で
開
催
さ
れ
る
県

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

防
団
員
が
迅
速
か
つ
的
確
な

消
防
技
術
を
習
得
し
、
住
民

生
活
の
安
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
第
31
回
消
防
操
法
南
宇
和

地
区
大
会
」
が
南
レ
ク
城
辺
公
園
多

目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
５
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部

３
チ
ー
ム
が
消
防
操
法
の
正
確
さ
や

速
さ
を
競
い
ま
し
た
。

消

❶ポンプ車の部で優勝した
城辺方面隊第１分団城辺中
支部❷小型ポンプの部で優
勝した御荘方面隊第２分団
赤水支部❸きびきびとした
消防操法を披露する消防団

❷

❸

❶

5/

27
消防技術向上を図り地域防災へ

消防操法大会

■小型ポンプの部

　優　勝　御荘方面隊第２分団赤水支部
　準優勝　内海方面隊第３分団魚神山支部

■ポンプ車の部

　優　勝　城辺方面隊第１分団城辺中支部
　準優勝　御荘方面隊第２分団中浦支部

大　

会　

結　

果
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5/

19-20
地域医療の充実を

愛大医学祭で愛南町をPR！

な
ど
も
併
せ
て
行
い
ま
し

た
。

　

毎
年
出
店
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
学
生
も
多
く
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か

け
に
し
て
愛
南
町
で
開
催

さ
れ
る
講
演
会
や
研
修
に

参
加
す
る
学
生
も
増
え
て

い
ま
す
。

　

愛
南
町
で
は
、
地
域
医

療
の
充
実
を
図
る
た
め
の

Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
今
後

も
同
医
学
祭
へ
の
参
加
を

継
続
す
る
予
定
で
す
。

菊
川
小
学
校
体
育
館

で
親
子
の
ふ
れ
あ
い

の
時
間
を
作
る
こ
と
や
子
育

て
中
の
保
護
者
の
ス
ト
レ
ス

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
お
や
こ
で
あ
そ
ぼ
う
」
が

開
催
さ
れ
、
男
性
保
育
士
に

よ
る
リ
ズ
ム
遊
び
や
い
ち
ご

の
里
職
員
に
よ
る
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ケ
ア
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
体

験
な
ど
を
約
50
組
の
親
子
が

楽
し
み
ま
し
た
。

5/

20

ミュージックケアでは、子どもたちが音
楽に合わせて新聞紙を破りました

旧 子
育
て
ス
ト
レ
ス
軽
減

「
お
や
こ
で
あ
そ
ぼ
う
」

国
西
南
地
域
道
路
整

備
促
進
協
議
会
（
会

長 

清
水
雅ま

さ

文ふ
み

愛
南
町
長
）

の
平
成
30
年
度
総
会
が
御
荘

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

宇
和
島
圏
域
と
高
知
県
幡

多
圏
域
の
10
市
町
村
の
首
長

や
関
係
国
会
議
員
な
ど
70
人

が
出
席
し
、
同
地
域
の
８
の

字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整

備
を
国
に
強
く
要
望
す
る
こ

と
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

5/

21

四国西南地域道路整備促進協議会
総会の様子

四 高
速
道
路
整
備
の

要
望
を
決
議

南
町
の
地
域
医
療

の
充
実
を
目
的
と

し
て
、「
第
42
回
愛
媛
大
学

医
学
祭
」
に
愛
南
町
ブ
ー

ス
を
設
け
て
参
加
し
、
カ

ツ
オ
の
わ
ら
焼
き
や
愛

南
ゴ
ー
ル
ド
の
試
食
を
実

施
。
大
学
関
係
者
や
医
学

部
学
生
、
来
場
者
ら
に
愛

南
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
愛
南
町
で
行
わ

れ
る
地
域
医
療
に
関
す
る

講
演
会
の
周
知
や
、
医
師

確
保
奨
学
金
制
度
の
案
内

愛

❶
カ
ツ
オ
の
わ
ら
焼
き
を
試
食
す
る

医
学
生
❷
愛
南
町
の
職
員
か
ら
カ
ツ

オ
の
さ
ば
き
方
を
教
わ
る
医
学
生

❶

❷

町のできごとをお伝えします。

TOWNニュース
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月
１
日
か
ら
あ
い
な

ん
バ
ス
が
、
内
海
地

域
（
本
網
代
―
柏
）
で
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。
あ
い
な

ん
バ
ス
は
毎
日
４
便
が
由
良

半
島
を
往
復
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
路
線
バ
ス

（
宇
和
島
自
動
車
）
は
、
「
本

網
代
―
鳥
越
ト
ン
ネ
ル
」
間

の
所
要
時
間
が
片
道
約
55
分

で
し
た
が
、
あ
い
な
ん
バ
ス

で
は
片
道
約
35
分
と
な
り
、

約
20
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。

6/

1

６月１日から運行を始めたあいなんバ
ス。毎日由良半島を４往復します

６ あ
い
な
ん
バ
ス

由
良
半
島
で
運
行
開
始

小
学
校
体
育
館
と
緑

小
学
校
体
育
館
で
、

町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、

「
ワ
ク
ワ
ク
体
験
教
室 

空
気

砲
に
挑
戦
し
よ
う
！
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
自
分
た
ち
で

作
っ
た
段
ボ
ー
ル
空
気
砲
や

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館
か

ら
借
り
た
90
㌢
四
方
の
空
気

砲
を
使
っ
て
実
験
し
、
楽
し

み
な
が
ら
空
気
の
力
や
仕
組

み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

6/

2

巨大な空気砲で打ち出された空気の輪を
見上げる子どもたち

柏 空
気
の
力
す
ご
い
！

ワ
ク
ワ
ク
体
験
教
室

域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
、
中
本
健た

け

仁ひ
と

さ

ん
と
林
大だ

い

地ち

さ
ん
の
２
人
が

着
任
し
ま
し
た
。

　

中
本
さ
ん
は
、
主
に
農
林
業

分
野
、
林
さ
ん
は
水
産
業
分
野

で
活
動
し
ま
す
。
中
本
さ
ん
は

「
愛
南
は
資
源
が
豊
富
。
人
を

呼
び
込
め
る
よ
う
活
動
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
、
林
さ
ん

は
「
情
報
発
信
や
流
通
の
活
性

化
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

6/

5

地域おこし協力隊として着任した中本健
た け

仁
ひ と

さん（左）と林大
だ い

地
ち

さん

地 ２
人
が
着
任

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地域おこし
協力隊ニュース

通
安
全
こ
ど
も
・
高

齢
者
自
転
車
南
宇
和

地
区
大
会
が
城
辺
小
学
校
屋

内
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
城
小
学
校
と
城
辺
小
学

校
の
２
校
11
人
と
高
齢
者
３

人
が
参
加
し
、学
科
テ
ス
ト
、

安
全
走
行
テ
ス
ト
、
技
能
走

行
テ
ス
ト
の
３
競
技
を
行
い

ま
し
た
。
採
点
の
結
果
、
参

加
者
全
員
が
県
大
会
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

6/

2

高齢者の部で安全走行テストを行う参加
者。参加者は全員県大会に出場します

交 自
転
車
で
身
に
つ
け
る

交
通
ル
ー
ル
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6/

7
愛南町の児童生徒を突然死から守る

あいなんハートプロジェクト

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

「
あ
い
な
ん
ハ
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
数
年
前

か
ら
県
立
南
宇
和
病
院
に

診
察
に
き
て
い
る
檜
垣
医

師
が
「
愛
南
町
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
貢
献
し
た

い
」
と
の
思
い
で
大
学
病

院
の
医
師
ら
と
共
に
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　

検
査
は
、
町
内
の
全
小

学
校
の
１
年
生
と
全
中
学

校
の
１
年
生
全
員
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
す
。

辺
小
学
校
で
ぎ
ょ

し
ょ
く
出
前
授
業

「
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を

探
せ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ぎ
ょ
し
ょ
く
普
及
事
業
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
こ
の
日
は
、
１
年
生
と

そ
の
保
護
者
が
、
愛
媛
大
学

南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の

学
生
ら
が
用
意
し
た
ち
り
め

ん
じ
ゃ
こ
の
山
か
ら
、
イ
カ

や
カ
ニ
な
ど
様
々
な
小
魚
を

探
し
ま
し
た
。

6/

8

ちりめんモンスターを探す親子。タツノオ
トシゴやタチウオなども混ざっていました

城 ち
り
め
ん

モ
ン
ス
タ
ー
を
探
せ

域
防
災
力
の
強
化
や

県
内
市
町
へ
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
松
山
地

方
気
象
台
の
熊
原
義よ

し

正ま
さ

台
長

が
愛
南
町
役
場
を
訪
問
し
、

清
水
雅ま

さ

文ふ
み

町
長
に
支
援
施
策

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

熊
原
台
長
は
、「
気
象
情

報
の
提
供
な
ど
で
町
を
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
災

害
対
策
に
携
わ
る
職
員
に

情
報
を
有
効
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

6/

14

町への支援施策を説明した熊原義
よ し

正
ま さ

松山

地方気象台長（右）と清水雅
ま さ

文
ふ み

町長

地 松
山
気
象
台
長
来
庁

町
へ
支
援
施
策
説
明

校
に
通
う
子
ど
も

た
ち
の
突
然
死
を

予
防
し
よ
う
と
、
城
辺
小

学
校
で
心
臓
超
音
波
検
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
檜
垣
高た

か

史ふ
み

（
愛

媛
大
学
地
域
小
児
・
周
産

期
学
講
座
教
授
）
医
師
が

代
表
を
務
め
る
「
あ
い

な
ん
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
通
常
の
心
電
図
検

診
で
は
発
見
で
き
な
い
病

気
を
見
つ
け
、
突
然
死
の

予
測
や
予
防
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
指
し
て
無
償
で

学

❶
超
音
波
検
診
を
行
う
檜
垣
医
師
（
中

央
）
❷
検
診
後
は
児
童
が
自
分
の
心

臓
位
置
を
確
か
め
る
一
幕
も

❶

❷

町のできごとをお伝えします。

TOWNニュース
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本日!海日和!!  vol.92

「かくれんぼ名人（サンゴの住人 その６）」

ニシキフウライウオとヤギ（サンゴの仲間）

　この写真を見て、どこに魚がいるのかすぐに

分かる人は、かなりのお魚通だろう。ニシキフ

ウライウオは、数も少なく、魚らしくない魚の

一つである。

　ニシキフウライウオは、漢字で錦・風来・魚

と書く。錦のように美しく、風来坊のようにフ

ラフラと漂っている魚という意味である。タツ

ノオトシゴの仲間で、細長く伸びたストローの

ような口で、小さなエビやカニなどを吸い込ん

で食べている。体長は７㎝と小さい上に、ヤギ

とそっくりな色をしているために、なかなか見

つけることができない。

　このように、住んでいる場所に合わせて、体

の色や形を変化させることを擬態という。生き

延びるための作戦の一つであるが、どうやって

このような色や形になったのか不思議でしょう

がない。

　鮮やかな色をしたヤギには、擬態した生き物

が隠れていることが多い。時間をかけてじっく

り探すのも、ダイビングの楽しい宝探しである。

 （撮影地：横島） 

愛南サンゴを守る会 西尾知
ともてる

照

南
町
で
は
今
年
度
、

町
の
特
産
品
や
特
色

あ
る
風
土
を
Ｐ
Ｒ
す
る
動
画

を
制
作
し
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
制
作
を
請
け

負
う
愛
媛
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
サ
ー

ビ
ス
の
白
石
成な

る

人と

代
表
取
締

役
が
愛
南
町
役
場
を
訪
れ
、

な
ー
し
く
ん
に
動
画
制
作
の

成
功
を
約
束
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
町
内
各
地
で
撮
影
が

始
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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なーしくんと握手を交わす愛媛 CATV 
サービスの白石成

な る

人
と

代表取締役

愛 町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作

頼
ん
だ
な
ー
し

併
10
周
年
を
機
に
編

纂
を
進
め
て
き
た「
愛

南
町
史
」が
完
成
し
ま
し
た
。

　

愛
南
町
の
歴
史
の
流
れ
を

通
史
的
に
ま
と
め
た
「
歴
史

編
」
と
、
各
分
野
の
研
究
者

に
よ
る
「
研
究
編
」
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
希
望
者
に

は
有
償
で
配
布
し
ま
す
の
で

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
求
め
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
：
生
涯
学
習
課

　
　
　

TEL
７
３
‐
１
１
１
２

6/
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希望者負担金 5,000 円（町内在住の方
は 2,500 円）。生涯学習課で配布します

合 愛
南
町
史
が
完
成

希
望
者
に
有
償
配
布

愛南町 PR 動画
作ります


